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O
.

三
、

一
四
〇

五

三
、
.八
六
、五

萬
.
."

延

五

三

、

八

六

五

、、

.

保

字

銀

、
.
.

＼

、
.

欧

字
"
銀

ρ

、一
八

二

.

、
.・
.
.

「
.
.

一
〇

二

尤

も

計
轍

銀

貨

幣

の
蠣

造

は

、
安

永
年

間

五

貢
九

十

萬

爾

の

二
朱

し
第
葦

四
巻
一

逐

=
.、
、第
二
柳

三
チ

.

し

、
.

」

.〆

.

「

㌦
.

、

r
.
. ↓'

一一.一.

.

り
、需

.一

一

」二.一二一 ヒ　

ド
:

　二

.

.
じ

自

時
」
粘

、

旨
は



「
.
.

.

卜

、
.

.

`
.、

ノ

'
.

」

'r
.,

ρ

じへ

・一

江
昆

の
経
襲
.

∴
.

ご
.

r
-
.
」、

・
.
、
.
.
.
.
筆

慰
.
.
.
証

喝

舞

い

・=
ハ
.

.

磐

盤

・
墾

玄

毒

筆

覇

欝

す
る
も
の
劣

る
が

読

に
七
て
識

政
以
後
の
状
確

、
・
れ
以
蕩

叢

発

し

て
頗
る
磐

も
?

み
る
こ
と
に
窪

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
帥
.ち
か
葛

貨
幣
の
錦
造
が
、
扁

κ
於
て
財
政
目
的
達
成
2

婁

で
あ
っ
た
駈

・
・
、
.・
時
・
孟

・
高
寄

・
窪

に
堰

た
も
の
で
あ
寝

こ
を

考
へ
ね
ば
麿

ぬ
で
。
惚

。・

レ
他
方
に
於
て
銭
の
錘

・畢

驚

暴

行
幽間
畜

加
じ
誘

る
で
あ
ら
う
し
甲

形
取
引
も
亦
　婁

達
し
た
で
遭

う
。、
隷
.

.

.
皐

や
か
嚢

状
・
並
幕

苫

至

化
啓

大
御
罐

代
・
、幕

経
済
・
遷

に
頗
る
影
響
叢

至

た
.で
・
、
②

憲

像

・
・
讐

駅

.
蓋

・
三
劣

御
響

・
.青

髭

儀
は
霰

藩

↓
魂

も
藁
を
以
つ
か
椴

響

來
櫨

謄

跨
.

近
書

・
長
L
身
分
癒

之
悪

用
い
奮

、
糞

裾

を
用
濫

署

す
、
・
・
之
風
俗
を
運
び
廉

雨
騒

壼

の
み
を
.
.

.

用
筆

提

塵

葺

馨

翌

用
ぴ
、
毒

之
讐

端
是
潅

じ
』
委

と
あ
る
の
些
.
響

歯

す
る
響

の
常
凄

句
で
あ

μ

歪

し
で
も
尼

政
履

・
諸

膚

湛

嬉
.
・
幕

舞

婁

藷

嬉

し
き
逃
の
が
φ
つ
。
、で
。
ち
う
、
論
ぐ
美

保
の
散
.

.

革
に
於
て
は
、
享
保

・
寛
贅

肇

と
比
較
髪

ち
ぬ
廃
置
が
講
ぜ
ぢ
れ
た
の
で
あ
る
。
一、

、

旨
.

・

・

.

華

土
難

表

装

商

量

馨

れ
ぬ
み

、讐

す
鳶

蒙

奪

善

書

で
あ
書

箋

癩

へ
ち
窯
業

し
土
嚢

音

盤

叢

橘

・
的
に
見
て
幕

皇

経
婆

同
編
著

な
塵

、
冷

る
煮
塵

払一つ
で
.蹴
.

あ
ら
う
。、併
し
江
戸
.時
代
が
土
地
経
済
で
あ
.つ

「た
と
い
ふ
の
は
、
前
述
の
和
ぎ
意
味
に
於
て
智
あ
っ
て
、
.
.
假
り
に
之
を
封
建
的
農
奴
「
節

義

・
讐

・
・
、・ぞ
蓉

纂

喜

存
妻

妨
げ
ざ
る
慰
の
で
・
つ
惚

筆

前
肇

て
建
べ
た
如
く
圃

蜘

,
.時

震

簿

催

、
.毒

舞

俵

老

土
蕃

婆

基
聾

し
て
難

し
た
も
の
で
隊

た
.

・

、・
.
.

こ
.

「

馴
.

・
・
黛

ξ

、、土
地
脛
晋

纂

終
筆

嬉

力
鯉

に
於
て
馨

れ
ぬ
・
の
が
常

、
殊
・
封
横

議

諸

費
生
諏

面
懸

耳

て
は
塞

に
繕

醤

に
織
繁

れ
?

・
.そ
の
諜

峯

と
し
て
土
地
経
済
に
襟

て
る
を

と
は
、
　禰
者
の
勢
力
の
不
均
等
を
め

、
、

〕

定

ド

b
.

・

卍

r

.

N



涯.1

」

.

ぢ

愈
々
曝
露
す
る
所
塔

あ
っ
た
.
具
欝

順
い
禽
.

牧
人
膿

讐

限
漂

あ
る
竃

囎
.
す
.・畜

・
は
阪
奈

…

と
介

忽

に
財
政
窮
乏
め
架

儂

因
の
ち

が
あ
っ
た
の
で
あ
2

、
そ
の
隙
に
看

て
商
萎

本
.・
饗

蒙

が
喰
人
陰

財
取
直

益
々
窮
葦

し
健

。
、一
.定
φ
穣

に
馨

ぜ
る
武
士
に
撃

も
螺

で
あ
鬼

。
而
し
て
之
は
聾

し
麺

膜

添

混

等
の
.

セ
　
　

ヨ

封
建
翌

配
書

、
儲
局
北
於
活

性
の
甚

に
そ
羅

爵

遭

遇

三

の
で
あ
・
老

.
財
繁

。
難
に
奮

岩

等

詠
、

求
せ
ぎ
惹
を
偉
な
か
っ
た
。
他
方
忙
於
て
貨
幣
経
済
嫁
、、
齎
温
取
引

・
資
本
の
前
貸
を
通
じ
て
直
接
的
に
も
農
村

へ
侵
入
す
る
コ
何

憂

し
て
桑

果

利
金

揚
参

つ
券

は
、
封
慧

智
の
下
幕

造
を
な
す
襲

舞

老

っ
て
、
そ
の
轟

は
や
が
で
建

社
倉

の
基

礎
の
動
揺
と
な
っ
て
現
益
丸
ろ
。
.

」

.
・

・
.
.

一
.

㍉
.か
《
℃
次
の
如
く
い
ふ
、て
と
が
出
架
る
コ
.江
戸
時
代
の
貨
幣
経
済
拡
、
具
罷
的
に
は
商
業
汲
ぴ
利
貸
資
本
は
、
.土
地
経
済
即
ち
封

建
的
謹

瀾
攣

基
礎
宅

、、そ
辺
.
署

し
蓋

戻
し
た
、
そ
の
羅

養

て
遣

諾

威
は
間
接
に
(謹

哩

詮
碧

て
屠

業
.
.

肇

は
旦

を
零

っ
高

聴

老
の
生
値

運

用
讐

導
蕩

ム
あ
っ
た
、
.と.
所
謂
土
地
醤

毒

醤

の
矛
運

は

、
.即

ち

ぬ

曇

る
猷

態

を
指

す

の

で

あ
　る

面
.
.
.

一
.

、

ご
.
.

∵

、
.

、
.
.

ぐ

一
(註
)
.
掛
付
博
士
は
削
掲
番
に
於
て

『
℃
の
狭

い
日
本
角
部
に
争
い

て
、

「
方
商
贔
細
濟

・
貨
幣
緯
潜
が
行
々
臓
れ
て
る
る
に
も
拘
ら
ず
、
他
方
農
奴

　

.

.
馨

.
謹

製

羅

誉

れ
て
る
・
。
.;

の
讐

内
部
に
茂

て
玄

翁

妾

呵
難

あ
・
遠

、
..一國
緯

肇

ぞ

分
翠

て
.突

得

・ヶ
る
卸
も

の
で
あ

み
う
か
。
殊
に
徳
川
時
借

の
如
く
統

}
的
勢
力

が
相
當
始
妙
か
ら
張
か

つ
た

場
合

に
{
.の
考

へ
は

不
可
能
な
の
で
は
准
か
ら
う

・
.

か
。
」
.磐

馨

史
書
叢

扱
っ
て
.ゐ
第

詫

、二

響

莚

膣

欝

を
誓

、
同
・
時
代
の
勢

募

荏

粟

編

著
な
る
護

藷

ず

・
が
恕

は
、
徳
川
肚
倉
皇

盤
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
甚
だ
困
難
に
す
漏
』
.と
葵

て
居
ら
れ
る
。
、

・、、

『叢

組
齊
・
譲

制
盛

或
は
罫

建
的
叢

制
』な
書

萎

自
然
薯

を
意
肇

、
而
し
三
.
般
羅

蟹

禁

穿

る
馨

養

難

濟
の

,
馨

・
併
せ
書

落

る
の
書

ば
、
博
吉

蓄

縞

醤

漆

が
、
蓋

に
は
を

意

味
陰

用
ひ
・
争

、
叢

馨

の
篠

矯

珍

'

。
て
壇

.

.土鍵

と
藩

。
乏
が
併
立
喜

さ
れ
港

塔

な
追

究

旛

も
墨

璽

と
が
併
立
壽

さ
亭
ぬ
濠

。
澗
じ
遭
、
.

.

江
消
時
映
の
脛
囎

一
一
.
.
.

」、

♂
.㌧

滋
.

・、第
五
+
凹
。
」

零
.

、漂
。
。
三

田
.

回

.

.「い
.
.
.ザ
芦
.一
.
:
.
、〆
.

一

～

.

.

」
..
.
.
.
.

F
・
.
.
.

「
.』
.

噛
.
.

。
.
.

び
.

づ

・、一
.
.A
.

ド
.
凹
.
一

「
∴

/
.

一
!
三

山
∵

へ

・
.∴
.萬

へ
.

.

1
"

・

'
.

丁
.⊥旨.慧

し

』 ・.三盛'r.帽」.二. -函.



7

r
.
「

「

曳
1

「
.

.

ゼ
.

・

r

'

も
セ
　
　
　

セ

ヒ
　
　

の

.

.江
戸

時

代

の
経

済
問

題

、

、
.

・
.

、

第

五

十
四
巷

・
[
五

六
.

第

二
號

三

八

ド

・
毒

無

味
で
あ
一り
5
。
尤
轟

音

繋

鷲

と
趣
旨
が
、
纂

軽

輩

鑑

査

箱

礎

ぞ

蒋

隆

で
偏

し
濡

た
勝

る
に

.

.あ

る
鮎

信

、

決

し

て
之

に

反

封

ず

る

も

の
で

は

な

坐

コ
、

、

「

ヒ

、
.
.

、、
}

「

:
.

＼

㍗
."
.
`

」

、

二

「経

済

問

題

・
肚

會

賜

題
.
.

・
.

旨

、
:

,
一

.

脇

、土
地
馨

を
養

と
ξ

幕

馨

が
窪

し
、
更
髪

の
難

至

難

濟
を
動
奪

レ
め
・
塁

つ
盗

程
に
於
て
、
蔓

魏

　　難
　　　　　　　糶

り

羅
雛
擁
藤
籔
聾
饗
μU縫
ド鑑
錬
鷺
雛
軽
鵠
鍾
儲誕
殻
隙
.

⇒
.

や
が
て
奢
侈
に
赴
い
距
。
奢
侈
と
は
身
分
不
相
慮
の
生
活
を
す
る

こ
之
を
塾
ひ
、
道
徳
論
と
し
窺
倣
そ
の
概
念
は
明
確
に
読
か
れ
で

.

・
.

r
.
.
.

、

r

」

'

.

.

・
.
.

す

∵
.
.
.、

.

墾

■

.

⊃.【、



、

「
「声

、
ダ

＼

F
.

∵

、
'

ノ

・
.

」
.

i

r

コ

う

　へ

「
ゐ
毎
.
.
燕

窩

圭

穆

・
の
限
港

必
{

嘉

確
で
・
肇

、
而
籍

代
蝿

姻
と
港

、
、生
活
島

上
が
次
第
に
毒

一

、

の
限
界
履

入
っ
た
髪

は
い
ふ
迄
も
御

。
.加
之
、
糞

や
慣
果

釜

ぜ
ら
れ
巻

時
の
ζ
と
ゼ

、
そ
れ
が
次
第
藻

毒
.

、

ざ

お

う

轄

流
れ
・
武
士
の
み
な
ら
す
庶
界

無

実

な
る
彩
筆

及
ぼ
し
誉

と
も
恋

ふ
斎

な
か
ら
㍉
。

.
元
来
毒

は
、
質
篇

讐

旨
む

乏
し
き
蓄

に
聖

べ
き
武
士
の
生
活
篇

反
す
る
事
柄
で
あ
ゑ

更
に
領
主
の
財
政
彊

.

]

の
上
ぢ

す
る
も
・
個
あ

武
士
の
家
計
の
走

り
す
る
も
、
倹
約
生
活
.こ
そ
繋

蟹

さ
る
べ
き
と
・
ろ
で
あ
っ
.て
、
慨
に
鎌
倉

、饗

以
来
成

約
・
聖

・
生
活
・
最
垂

寒

原
理
σ

】
.つ
庵

・
れ
て
窪

。
江
戸
時
代
茨

・
、
諸
侯
・
語

が
婁

け
武
.

士
の
緩

葎

寇
す
る
に
至
っ
て
,
.諭

餐

遙

集

る
必
要
懸

奄

空

空

も
拘
ら
す
、
.麗

の
蓼

都
市
生
湿

畳

～
.

・

難

濟
.の
窪

轟

磐

す
・
生
活
・
童

乃
至
箸
修
的
生
活
・
、
み

導

柔

瀧

壱

し
む
る
嘔
至
.つ
㌃

。
れ
當
醤

人
.
..

』

々
が
意
攣

る
、と
否
と
に
拘
ら
す
現
は
れ
た
を

ろ
の
、
.土
地
脛
濟
養

糞

澄

の
矛
盾
盆

、面
で
あ
っ
て
.
向
様

の
事
は
農
家

,慰

コ

セ

セ

コ
　
　

じ
　
　

　
　

ヒ
　

　
　

を

の籍

熱

對

馬

　

財
政や象　

難

しギ

副
薦

垂

・難

・轟

詮

駐

羅

響
を
略
す
ヱ
ど
塚

吻

こ
い
に
四
書

度
が
運
要
な
聡
纈
と
な
ザ
、
婆

政
策
の
歯
数
障
著

た
緊驕

更
に
轟

生
活
の
嘉

謬

写

し
て
穆

翌

種

笹
へ
奨

も
の
越

響

蕩

の
み
で
あ
っ
た
。
而
し
て
孟

生
活
蟻

壁
紬鎚
鰯
騨
鱗
鉾賢
蕪
鋸
屑
尋
藍
醍
蜷
縫
蟻
側哩欝
鮒禰鷲
雛
粥
睦
欄

　

コ

　

3

次
「箋

ぐ
べ
.き
は
留

問
題
で
あ
る
。
當
持
物
債
は
暫

値
繋

る
語
を
以
て
.現
繁

れ
麦

憲

り
諸
商
・叩
の
馨

の
意
で
多
.

ゴ

　
　へ
　

じ
　

コ

ー

紅
茸
時
代

の
纒
憐
問
題

。
.

、

一
.

-
.
-

、

、

第

五
+
四
巻

、

塩

竜

.

嘆

號

三
九

、

・
、

,

=.藍



.

' 戸

「L

rr
e

、
.

、

「

・

へ.
.

,

、

匠

戸
饗

の
馨

農
.

・

訊
.
.

「

.

.
、
.隻

+
・
巻

一
五
八

一繁
盛

西

・
-

.
つ
.て
、
勿
論
指
数
を
求
め
で

一
.般
物
便
水
準

の
最
低
を
考
へ
る
邪
.如
き
こ
と
は
行
は
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
㌃
そ
t
.に
は

一
鮫
粗
債

と
い
ふ
観
念
は
存
し
て
実

。
噛

時
の
経
済
論
に
.於
て
、諸
色
値
段
が
嬰

貨
幣
の
讐

力
と
の
闘
係
.暴

て
馨

れ
て
み
る
の
は
.
.

,
.之

れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
唯
注
意
す
べ
き
は
、
米
便
が
諸
色
値
磐

筋

腱

取
扱
総

て
ゐ
を
.
と
で
あ
る
・

ヒ

リ

ロ

ド

.

溜

。
灌

写

る
に
物
便
贋

の
問
導

蓼

、
誘

森

宮

急

笈

厚

轟

の
澗
導

・
つ
距
..聾

蕃
崇

睦
.

、「
集
著

書

の
沖
に
藁

を
囑
て
諸
物
・
か
重

こ
秦

に
み
ぞ

㌃

、素

讐

用
書

擾

・
時
・
、
諸
色
次
第
醤

・
.,直
に
婆

.

.天
下
・
譲

渡

撃

に
聖

ゑ

光
景

身
蓋

果

足
す
魯

窪

卦

・
述
奄

碧

や
う
・
・
欝

…

交
換
の
離

島

が
摺

讐

の
儒

を
孝

質

で
あ
っ
た
っ
.毒

貨
警

よ
塾

換
暴

落

、同

時
に
幕

繋

の
禰

を

＼

要
峯

・
霧

・
あ
気

、
穽

鰭

耀

、
金
銀
幕

婁

・
　

藩

袈

喜

讐

拘
・
重
、,辱

藩
札
等
が
認

・
.
し
碧

と
(
後
響

入
り
て
茎

餐

幣
も
菅

老

の
警

藩

加
し
だ
・
姦

霜

謬

於
て
述
べ
奮

ピ
ろ
で
あ
る
・
.忽
.
.

瓦

・
に
當
時
の
貨
幣
は
通
日
債
傷

み
・
よ
竃

曇

嘉

発

・
・
で
　

藁

・貝
妻

材
甚

依
事

書
.

瓢

=

零

亦
少
最

か
つ
た
.
即
孟

・叩
と
し
て
握

質
を
雰

糞

へ
て
究

も
の
で
象

て
、
鑑

を
養

す
養

霧

跡

箱

・
.濯

.

揚
が
建
て
ら
れ
π
の
は
そ
の
た
め
で
冶
乃
。
從
っ
て
歎
次
の
改
曙
に
ま
っ
て
品
位
低
下
す
る
毎
に
そ
の
購
買
力
を
減
じ
㍉
物
債
騰
貴

略
蜷
.

の
欝

に
蟄

嘉

へ
奪

め

で
.あ

る
-

.

..

、
.
.「

、
∴
.
.

一
.

、

・
.r

'
.

揮
.

ゴ轟
噸灘
講
暴
揖輿
難
鱗
難
灘
法難
鱗
、纏

概
嗅

摩

る
竃

ろ
。
適
ち
」
。
.
.

二
.

・
、
.
.
.
.
一
.
"

、
.
.「

ご
∵
.
.

b

渇

の
.
.

・1
一

・
.
.
凋
.
、

`

」

、∵

'
"

、1
1
、
戸「

"
.
.
.σ
.冒

.

、

'
.
.

∴
き

、 ・

、

■

と

.

貸
.

.

、



P

.

.

p

、

・.、

、∵

r

増

.

'

r

"

喧

臥

'

、

.

.何れ
に
ル
蕩

鰹

霞

.毒

も
壇

塞

活
。
型

に
獲

礎

案

を
除
蓋

零

贋
・
膳

蓋

を
與
へだ
.
.

.

特
藻

を
轟

ふ
ご
と
噸

つ
。
諸
他
の
生
活
用
品
毒

鮭

。
・
嶺

謹

選

及
巽

吉

と
つ
て
は
大
・
な
鴇

題
で
あ
・

/

.

海
。
蓋
し
そ
め
霧

ふ
べ
粟

星
置

説

て
究

の
髪

ら
す
、
米
繧

参

し
籍

盤

段
藤

至

共
・
し
な
か
っ
た
か
ら

劣

魂

望

米
繧

年
・
豊
凶
噸

つ
嶺

暴

動
。
、
隊
に
あ

下
遊

た
奨

、纂

・
霧

箱

段
・
下
落
・
殆
魔

・
れ

な

か
.つ
た
。
.

』

㌻

「
ト
.
.

「
、
.

「

、
.
.
.
.
.

㍍
.
.
.
.

、
.
.

.

更

に
米

便

そ

の
も

の
を

考

へ
る

と

、
.そ

の
高

き
.こ
乏

は
領

主

及

び
武

士

の
欲

す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
ゆ

れ

ど

も
.、

之

が
た

め
殊

更

に

、

露

骨

再

庶
民
の
利
華

覆

し
、
老

輩

を
勃
零

し
め
、
家

君

己
に
零

・
反
抗
と
な
り
、
階
級
製

放
蕩

念

.
"

塵

ぜ
・
蔓

貴

種
功
之
善

婆

な
け
ガ
・
・
餐

が
・
・
.
更
粟

欝

貴
・
苦
痛
量

喜

細
景

提

窯
・
組

噛

ん
で
重

し
善

蓄

簿

薯

に
雌

藻

・
詮

會
器

馨

惹
馨

し
尊

・
婁

・
、
・
預
・
騰
婁

抑
制
畜
.

呼
」

ノ
　

コ
ご

方
策
を
講
じ
有

れ
ば
な
ら
豊

望

あ
っ
た
。
.
-
.
.

「
.
.・
.

門
.
、
.
.
.
.
.働.

、々

の
聖

.
溜

並
・
誉

・
器

・
、
毒

綻

霜

整

鐘

濟
繕

の
圭

貧

蚕

為
重
大
観

題
で
匁

む

で
論
.

あ

嘆
.
.

・

、
ヤ
.
.

,、

・
.

志

℃
.

、
∴
.

r㌦
て
.

.

.-

.

.

　㌘
.
.
.
.

献

.

以
上
の
賀
櫓
経
済
の
獲
達
に
伴
ふ
生
活

の
向
上
乃
至
奢
侈
の
問
題
乱
立
に
物
預
及
び
米
便

の
問
題
、
こ
め
二
つ
が
翫
時

の
経
済
周

隠
,

題
の
藷

を
な
す
二
喬

題
で
あ
っ
魂
.
そ
れ
蛮

に
蕎

諸

候
の
財
政
の
嬰

・
、
.甲.盤

士
の
家
計
の
問
穎

養

生
葭

窮
、
.嚇
∵

・
墨

　

・
て
現
礎

蓋

}
所
翻

れ
　

ろ
・
象

・
此
蓄

窪

憂
蓋

・
附
加
的
禽

が
あ

「
鰍
「
.

.

り
、
、且
つ
問
題
帽
互
間
に
密
接
な
關
係
が
あ
っ
た
か
ら
、̀
此
等
.砂
事
柄
に
就

て
簡
軍
に
説
明
し
て
置
か
う
。
.

本の
、
.＼

魂

づ
述
ぶ
べ
濃

墨

問
題
で
驚

幕
府
.
.諸侯
の
財
政
嘆
.
土
擢

濟
に
依
存
し
つ
玉
箒

醤

繕

込
え

羅

果
肉換

薄

代
の
鰹
鐘
.

、

ハ

㌔
、
.

、

・
睾

…

三
.
.

盤

」瓦

・
.、～

鎖
己
阻

勾
.一鎖
.

四
.腔

、
.凱
.
.
ン

.〆
=
.∴
じ
△
し
.
.
じ
㍗じ

鉱

繕

、
.

]
二で一 血=

甲
.
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㍉
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'
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..

「
.

・
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r

嘲

冒

『

/

ド

、

　
う　

.

江
戸
時
代

・
馨

塁

.

.

'
.

一

.
、
.

一

、釜

書

巻

一
六
Q

第

二
號

些

]
.

、

「
.,
旨

.、

言
す
れ
ば
そ
れ
が
量
入
爲
出
を
建
前
と
し
な
け
れ
ば
な
.ら
ぬ
性
質

の
も

の
で
あ
っ
た
に
拘
ら
す
困
生
活

の
向
上
や
物
便
騰
貴
の
傾
向
.

"バ

啄

れ
て
、
畜

並

走
の
限
度
護

け
る
こ
と
庸

餐

か
つ
.羅

黒

幕
寒

穫

が
財
房

窮
乏
。
陥
る
べ
き
潜

熱
の
事

「
「

柄
で
あ
っ
た
が
、
.を
れ
に
に
更
に
附
加
的
な
事
情
が
あ
っ
た
。
之
を
幕
府
に
就
て
見
る
忙
、
不
急
の
土
木
建
築
、
.財
政
當
踏
青
の
私

.

ら

晦

婁

震

り
減
餐

茎

鍛
鋼
等
・
餐

斡

・
落

、
`
.
讐

救
済
窶

す
・
罫

・
究

、
特
に
乗

懸

警
防
費
・
藩

-

～

奮

・
れ
で
薯

.
齋

留

、三

袋

光
の
頃
港

は
、・喬

の
葵

黍

努

署

な
る
蔵

域
は
纂

な
る
生
活
な
言

た

め
に
財
政
籔

か
で
み
っ
た
が
、
其
後
漸
く
弩

の
状
態
現
鰹

、
.
.
董

の
財
政
桑

蚕

棄
す
る
{

・
.な
っ
た
一

穫

の
財
政
看

て
・
婁

φ
奮

減
退
募

流
・
・
㌔、霧

査

σ
直
接
的
・
影
翼

…

箪

情
…

か
・
爺

、

、、,

、麟

毅

継

講

携

喋

粥

鰐

靭
灘

鶴

翻

鍛

難

纏

瀦

漂

皿
簸

韓

誰

晦
ジ

、、

亀

釜

等
・
就
・
畿

・
議

す
　

要
・
な
W
・
、
墜

享

べ
・
髭

篭

要
す
・
費
用
が
、
総
て諸
叢

濃

脚

、
、冨

難

茎

讐

幣
を
以
て
憲

・
鍛

髪

ら
な
か
っ
た
こ
宅

診

て
、
.礎
つ
.藷

藩
の
財
贅

初
期
遭

塁

で
は
な
.か

臓

ヘ

エ
　
　
　
　
　

ぷ

　

じ

く

っ

た

や

う

で

あ

砺

刃

.
・
.

」
.

:

、
.

'
.
.

＼

、
、・
.

會

.

.穫

が
領
羅

濟
に
爵

政
・
毒

置
児

玉
、
全
羅

濟
に
織
込
説

著

た
こ
と
畿

て
は
前
に
述
・
た
嚇
、
穫

の
瞬

.

財
鶴

題
・
毘

財
政
の
合

間
璽

・
聖

、
實
に
あ

蟹

経
勇

蓼

難

点

ふ
舞

鶴

と
表
裏
.馬

。
關
係
。
あ
っ

撒

た
。
摯

領
羅

蓼

凋
立
憲

持
し
て
、
成
・
べ
毒

外
事

の
商
・聞
の
奨

を
不
必
要
蒼

し
め
、、選

べ
託

領

外
揖
.

開
..

を
発

に
す
る
を

が
出
來
費

単
簡

接
的
嶺

域
経
爾

譲

毒

固
に
し
得
・
の
み
啓

す
、
直
接
的
に
財
覆

人
畜

、
。

の

聖

遷

荒

聖

身

程

で
身

て
、
穫

意

産
器

に
碧

留
童

た
質

は
ヒ
玉
に
髪

た
ρ
.
.
.
一
.
..
」

、

、

f

'
.



縮

㌦

.

一

.

』

右

、

.

...

r
.
ギ
.
眩

「い

「
.

h

次
は

一
般
武
士
の
家
計

の
問
題
で
あ
る
が
、
彼
等
が
土
地
輝
濟

に
基
づ
忌
固
定
的
牧
人
を
以
て
、
支
出
に
限
度
を
知
ら
ざ
る
貨
幣

ゆ

セ

舞

臨

ん
だ
こ
と
、妾

こ
蒙

計
窮
乏
霞

旗

国
濯

し
た
を

ば
い
庭

も
な
い
が
、
更
に
諸
藩
が
財
鋳

募

;

・
し

「

モ

行
へ
る
錦

.
禁

止
..
婁

な
・
・
摩

礎

盤

策
は
、
藩
士
の
家
計
を
雇

困
難

毛

め
た
、
蕾

.藩
士
満

際

.

生
活
蕩

の
奮

長

家

中
正
美

術
・
れ
、
士
葉

蜜

落

者
、
生
,
毒

↓
港

澱

.轄

.
辻
斬
。
虐

へ譲

れ

.

た
ξ

き

姦

、
如
鯉

・
の
窮
迫
覆

し
蓋

つ
盗

を
裡

・
む
る
・
の
著

る
。
而
七
て
武
毒

膳

の
囎

輩

擬

壬
の
み
の
問
適
で
な
ぐ
、
封
建
的
馨

關
係
そ
の
蚤
の
』
問
題
で
あ
り
・
封
建
領
青

身
の
器

で
あ
っ
を

ど
棲

め
蔭

ふ
迄
.

.

も
な
い
.。

「
.

・

ノ
、
.

最
後
に
農
家
の
問
題
を
擧
げ
る
。
農
家

の
生
活
困
難
の
原
因
馬
貨
幣
経
済

の
磯
蓮
、
生
落
の
向
上
に
あ
っ
た
。
併
七
本
居
宣
長

の
.
臨

-

域

「
玉
く
し
げ
別
本
」
に
『
町
人
の
奢
り
に
此
ぶ
れ
ば
、
百
姓
の
驕
り
は
何
程
の
事
に
も
あ
ち
ざ
れ
ど
喧
、」
.地
艘
、
ぐ
つ
ろ
営
な
き
う
.へ
、
碩

、
な
れ
ば
・
勢

青

も
凛

に
成
る
也
』
論

る
や
乏

・
釜

蓋

の
諸
轟

の
饗

他
の
重
要
な
原
因
で
め
鳳

.此
等

恥

'

聞

書

講

元
・
過
重
で
あ

っ
た
が
、
・更
に
幕
府

.
蕪

の
財
政
窮
乏
髭

例
し
等

・
の
髪

加
へ
・
で
・
・
な
っ
た
.
勿
論
農
家

翻

は
武
士
・
異
り
、
費
・
ぺ
蕩

者

星

産
し
、
碁

経
蓼

難

棒

つ
護

謬

書

論

・叩
崔

は
蓄

に
窪

実

。
無

勘

る
限
遊

於
て
生
活
の
向
上
権

堪

へ
得
た
筈
で
あ
っ
て
、
農
村
に
棄

農
が
書

、
藩

に
劣
ら
空

活
を
す
・
も
の
も
生
じ
た
.
臨

・
は
…

蓄

塾

併
・
商
塁

塞

蓮
…

襲

業

・
雛

入
塾

莫

・
憲

…

な
・
ぬ
.
.蝋

穿

て
そ
こ
履
管

る
べ
・
肇

的
利
青

碧

農

せ
・
れ
、
構

σ
羅

を
漏

す
妻

雰

な
る
途
嘘

㌃

得
な
か
っ
た

囎

の
で
あ
る
。
更

に
天
災
ρ
脅
威
も
農
村
に
は
最
も
強
く
感
ぜ
ち
れ
、
そ
れ
が
生
活
困
窮
野
原
因
と
な
る
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
が
、

本恥

上
れ
亦
生
活
の
向
上
と
同
様
に
、
元
来
農
家
の
生
活
に

『
く
つ
ろ
響
↑
が
無
か

つ
瀧
と
い
協
と
乏
4
密
接
な
關
係
が
あ

っ
た
。
.
、
.
.

亨
憶

代吻鯉蒲
∵

＼這

凹
.

擁

四嘆

擁

漂

じ

,

'

朗

.

.自幽'

、.
皿 β

,

r二.藍
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喰
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㌦
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∫
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ソ
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ド
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ド

・
.

江

戸
鷹

の
醤

問
題

」
.
.

・
.
.
.

'

肇

+
四
巻
.

美

二

箋

號

四
四

.

農
家
の
生
活
風
窮
ど
い
ふ
こ
と
か
ら
諸
点
の
問
題
が
派
生
し
た
。
土
地
象
併

・
.離
村

・
人
口
制
限

適
百
姓

「
撲
な
ど
皆
そ
れ
で
あ

・
。
.土馨

養

疏
・
の
・
奉

、
.馨

牧
磐

婁

藤

・
・
巻
藁

・
σ
・
.
無

傷

婁

幕

田
鯉

永
袋

買
遜

じ
崇

、
必
ず
し
畜

行
苦

れ
な
か
膣

。
,農
民
の
離
村
や
人
口
制
握

.
塁

の
人
的
省

力
磯

退
を
意
味

「
.

曳

之
れ
亦
璽

の
鍵

看

接
瀦

係
の
あ
・
事
柄
で
あ
っ
た
蒋

駐

村
な
.
鷲

人
口
が
芦

其
他
の
都
市
藁

落

果
》

・物
儒

讐

嘉

保
窒

つ
た
。
百
竺
.
揆
は
、
四
讐

る
生
活
を
諾

せ
ん
が
鷹

に
と
ら
れ
姦

極
的
護

で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
封
建
的
冠
會
組
織
を
否
定
せ
ん
と
す
る
性
質
の
も
の
な
り
し
や
否
や
を
冊
は
す
渦
結
局
に
於
て
封
建
領
主
の
存
立
基
礎
の
動
揺
を

示
す
現
象
矯
あ
っ
悔
。

、
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、
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・

・
.
.
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頃
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.
・

「
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.
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亘

、

∴
.
.

以
「上
.の
外
に
も
色

々
の
経
済
問
題

・
一社
含
糊
題
が
あ
る
が
、、
.重
要
視
す
べ
ぎ
は
以
上
の
諸
問
題
で
.あ
ち
う
。
而
し
て
此
等

の
諸
問

一
題
は
～
貨
幣
維
濟
の
護
蓮
を
基
底
と
し
て
超
ウ
、、
相
互
の
間
に
頗

る
密
接
な
關
係
を
持

っ
て
る
る
が
馬
.
.
特
筆
す
べ
ぎ
は
Y
封
建
債
主

の
介
滞在
に
よ
っ
て
共
等
匹
諸
問
題
が
歴
史
的
特
質
を
帯
び
て
ゐ
巻
ζ
と
で
あ
眠る
ゆ
.貨
幣
経
済
.と
土
地
経
済
と
が
併
立
.・
炎
鋤
す
資
と
.

、ピ
含

嘆
.
如
何
・
蟹

股
憺

於
重

・
・
蕎

碧

江
戸
時
㈹
・
・
れ
・
封
量

・
介
奮

ポ
つ
て
募

性
警

灘

.
霧

難

の
推
濟
雄

の
特
異
性
に
還
。
し
て
當
灘

ら
堪
る
庸

で
あ
一る
噂

結
局
遵

封
建
。
肚
會
鰻

維
持
せ
ら
れ
て
る
る
限
り
一
溜
映
し
得
な
争
澗
題
で
あ
っ
夜
。
「

併
し
幕
府
や
諸
侯
は
、
其
筈
の
澗
題
を
拱
手
傍
観
し
て
み
た
葡
け
で
.は
な

い
ρ
諸

々
の
経
済
政
策
ば
、
.圭
と
し
.て
此
等
諸
岡
題

の

解
決
の
た
め
に
行
は
れ
た
も
の
.で
透
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
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